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出典）経済産業省資源エネルギー庁HP
https://www.enecho.meti.go.jp/about/special/johoteikyo/
green_innovation_summit.html

2.8億t

国内のCO2排出量とエネルギー事情

出展：経済産業省
「長期エネルギー需給見通し」平成27年10月
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〇日本のCO2排出量は2013年度時点で14億t/年
〇国内産業にとってマイナス要因になる可能性も
〇CO2排出量ゼロには飛躍的なCO2排出量削減
技術・ 手法が必要→各企業がコスト削減とCO2
排出量削減の両立できる手法が必要
〇CO2排出権ビジネスが現状に即した内容に整備される
可能性高

再エネ
約25%

１．国の方針『チャレンジゼロ』
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２．北海道の政策『ゼロカーボン北海道』

ゼロカーボンの機運高
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３．再生エネルギー／バイオエネルギー
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４．バイオコークス（BIC）とは!?
・近畿大学井田教授が世界初で開発した固体燃料

・原料は植物由来のバイオマス（ごみ）

・カーボンニュートラルなバイオマス固体燃料

→燃やしてもCO2はゼロカウント

・製造技術は確立しており、プロセスは容易

・長期保存に適し、管理が容易（災害用にも最適）

・相対重量収率100%で、小規模地産地消に適する

・産業/工業分野で使用できるバイオマス固体燃料
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オーナー BIC製造プラント仕様

大阪府森林組合 ・大阪府高槻市設置
・生産量は3-5t/d
・原料は間伐材
・破砕、乾燥、BIC化まで
・BIC製造装置は縦型φ100
・乾燥燃料に化石燃料
・施工事業者：㈱ナニワ炉機研究所

J-Coal ・環境省委託事業
・秋田県横手市（青森県黒石市）
・生産量は4.8t/d
・原料は廃菌床、バーク、籾殻、リンゴの搾り滓
・破砕、乾燥、BIC化まで
・BIC製造装置は横型φ100
・乾燥燃料に灯油
・施工事業者：中外炉工業㈱、㈱ナニワ炉機研究所

５．BIC製造プラントの実績
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2020年11月25日付
日刊工業新聞記事

現在販売の
BIC単価

125円/kg

主要因

〇製造コストが高い
工業用途の目指すべき単価40円/kg （17MJ/kg,2.36円/MJ）
都市ガス2.92円/MJ、灯油3.10円/MJ、
A重油2.31円/MJ、石炭コークス2.72円/MJ

背景および
その他の要因

【製造技術・コスト】
〇原料の前処理コスト（破砕・乾燥）が高い
〇輸送費（原料発生地、製造拠点、利用拠点の距離）
〇BIC製造装置のスケール不適合（生産機コスト割高）
【事業準備不足】
〇アプリケーションのリサーチ不足
〇原料の安定確保調査不足
〇事業計画できる人材不足

６．事業化が進まない要因
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*1：燃やした際のCO2排出量には確認が必要

原料は破砕・乾燥の前処理が必要→エネルギー・コスト削減が鍵
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一部のプラスチックも加工可能*1

７．BICの課題：原料の前処理
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８．JAきたそらちのBIC事業
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バイオコークス製造装置

【幌加内町公共施設】

暖房・給湯用

【既設灯油ボイラー】
灯油 51kL削減

石炭コークス代替として販売

一般家庭
灯油 68kL削減

北海道内
自治体の
ごみ焼却炉

販売：Phase 1
町外自治体と
民間事業者へ販売

販売：Phase 2
幌加内町内販売

旭山動物園

熱エネルギー代替で
CO2排出量削減

BIC製造・販売量：280t/y
BIC販売金額：11百万円/y
CO2排出削減量：310t/y

製造：
JAきたそらち

幌加内町内BIC製造・販売量：280t/y
BIC販売金額：11百万円/y
幌加内町内CO2排出削減量：294t/y

原料発生量：280t/y

【破砕機】

そば殻

籾殻 そば残渣

BIC製造プラント：3.0億円

バイオコークスボイラ

バイオコークスボイラ
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BIC製造プラント 破砕機+乾燥機+BIC製造装置／BICボイラ

原料種／原料量 そば殻:150t/y+そば残渣:100t/y+籾殻:30t/y

BIC製造量 280t/y（水分9%）

BIC販売可能量 278t/y

BIC販売単価 42円/kg

BIC売上金額 11,657千円

BIC製造プラント 292,151千円

償却期間 17y

補助金補助率 2/3

自己負担金額 97,384千円

ランニングコスト
（設備償却費除く） 10,422千円

IRR／回収期間 -6.5%／20年での回収不能

幌加内町とBIC事業
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・装置稼働日数:360d/y
・装置稼働時間：24h/d
・人件費：3,500千円（1人）
・原料投入以外は自動
・人工は日中のみ
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そば殻+そば残渣+籾殻
280t/y

（水分9.0wt%）

1

2 3

4

5 6 7

8
9

10

11

12

13

14

16

17

18

19

10

BIC販売
280t/y

（水分9.0wt%）

BIC製造
280t/y

１０．JAきたそらち殿でのBIC製造プラントフロー

・BIC製造プラントは破砕・乾燥・製造工程
・対象原料では乾燥機を稼働する必要はなし
・原料=BIC販売量
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１１．補助金候補
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交付機関 農林水産省 環境省 北海道庁

補助金名
みどりの食料システム戦略
推進交付金のうち
「バイオマス地産地消対
策」

地域共創・セクター横断型
カーボンニュートラル研究開
発・実証事業のうち
「技術シーズ・ボトムアップ
型の研究開発・実証」

新エネルギー導入加速化基金
活用事業
ゼロカーボン地域プロジェク
ト支援事業
「ゼロカーボン・イノベー
ション導入支援事業」

補助率 1/2 1/2 2/3

交付対象 民間団体等（自治体必
須）

民間事業者・団体・大学
・研究期間

市町村あるいは
市町村を含んだ
コンソーシアム

交付期間 1年 1～2年 1～3年

交付上限額 非公開（上限に達し
ている可能性有）

総額5,000百万円既に
3,000百万円程度使用済 2億円/件

応募期間 毎年5月説明
6月募集開始 毎年1月半ば募集開始 2022年度実績

4月～11月まで数回
他補助金
の併用可否 不可 不可 可能

過疎債（地方債）
の利用可否

自治体との調整で可
能性有 不可 可能

（ただし自治体経由）
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１２．ゼロカーボン・イノベーション導入支援事業 JA きたそらち
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幌加内町とJAきたそらちBIC事業まとめ
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判断項目 内容

原料 そば殻+そば残渣+籾殻：280t/y

BIC製造プラント設備
BIC製造量278t/y（破砕機+BIC製造装置）
約3.0億円

補助金

北海道庁
新エネルギー導入加速化基金活用事業のうち
「ゼロカーボン・イノベーション導入支援事業」
補助率2/3（総額上限2億円・単年度上限70百万円）
2ヵ年以上で応募（BIC製造プラント納期14ヶ月）

BIC販売
278t/y、42円/kg→11,657千円/y
AWIにて全量販売

BIC販売エンドユーザー
Phase1:日高中部衛生施設組合／AWI-G企業
Phase2:幌加内町公共施設、町内民生燃料

CO2排出量削減効果 約300t/y

備考
・補助金、過疎債獲得のために幌加内町との共闘は

不可欠（道庁からもリコメンド）
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１６．BICのJ-クレジット適用性
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１７．J-クレジット動向

15

JA きたそらち
幌加内SB



１８．J-クレジットの形態
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BIC-J-クレジット協会

CO2排出量
削減事業者

新ひだか町
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１９．BIC-J-クレジットの管理（例）

管理事務局

原料提供事業者

JAきたそらち
幌加内支所

AWAFT江別工場

ゴールドパック

大山春雪さぶーる早来工場

見方

大山春雪さぶーる小樽工場

AWAFT旭川工場

J-クレジット登録委託

45%
25%

25%

BIC製造事業者
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JAきたそらち事業収益の見込み
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BIC単価：40円/kg
BIC製造量：280t/y
BIC販売金額：11,200千円/y
収益：-6,752千円/y

BIC製造・販売事業

2023年 2025年 2027年 2030年～

〇JAきたそらち事業start
〇BIC製造プラント建設

石炭コークス：80～100円/kg
灯油：100～120円/L

BIC-J-クレジット協会
協会立上
BIC-JC配布割合決定
コンソーシアム会員募集
BIC-JC単価3,500円/t-CO2

石炭コークス：150～200円/kg
灯油：150～200円/L

〇幌加内町事業start
〇BICボイラー導入

BIC-JC販売開始
BIC-JCの収益配布開始
BIC-JC単価4,200円/t-CO2

町内灯油削減：118kL
CO2排出量削減：294t/y

BICボイラ活用（設備費81百万円）

BIC単価：70円/kg
BIC製造量：280t/y
BIC販売金額：19,600千円/y
収益：1,649千円/y
BIC-JC収益：622千円/y

JAきたそらち

幌加内町

IRR：-13%
設備償却：20y以上

実際には大幅に短縮可能

IRR：2.1%
設備償却：12.8y

JA きたそらち
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2023 2024 2025
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補
助
金
事
業

コンソーシアム
協定書の締結

公募・応募
・採択

契約

報告書作成

BIC
製
造
プ
ラ
ン
ト

見積・売買契約

詳細設計・製作

基礎調査・工事

設置工事

試運転・
実証試験運転

実
事
業

製作開始

販売開始
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ご清聴ありがとうございました
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